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豊能町が計画す
る「道の駅」につ

いて、新名神高速道路供用という絶好
の機会を捉え、豊能町の地域活性化や
更なる魅力向上のために、大阪府として
豊能町の「道の駅」設置に向けた取組みに対し、しっかりと支援をすべき。

Q. 原田議員

大阪府として、豊能町が「道の駅」の要件を満たす
事業計画となるよう、国との協議・調整を行うなど、
豊能町の取組みを支援していく。

A. 都市整備部長

豊能
１年以上も通行止めになっていた
箕面滝道が、１１月１日に交通開放
される。箕面公園に再び賑わいを
取り戻すため、大阪府としても積極
的にPRすべき。また、箕面滝道は、
土砂災害特別警戒区域に指定されており、今後も災害のたびに倒木等で電柱
が倒れ、停電や通行止めが発生しないよう、電線の地中化を実施できないか。

Q. 原田議員

今後、紅葉や大滝、川床などの公園の魅力について、
大阪観光局のHPへの掲載や観光案内所でのチラ

シ配布などを通じ、国内外へも広く発信するとともに、沿線鉄道事業者にも協力
を求め、箕面公園に一日も早く賑わいが戻るよう、積極的なＰＲを実施していく。
箕面滝道の、災害時の安定的な電力供給、通信確保については、単独地中化方
式などの災害の影響を受けにくい方法や滝道以外のルートの二重化など、電気
事業者や電気通信事業者に働きかけていく。

A. 都市整備部長

箕面

箕面滝道

者や電気通信事業者に働きかけていく。

災害対策本部にて倉田哲郎市長と協議

昨年10月の台風
21号で大規模な

地滑りが発生し、長期間通行止めとなっ
ていた国道173号の能勢町天王地区、
篠山市福住地区が、9月28日に交通開放された。しかし、今年７月の豪雨により、
山辺地区で、大規模な道路崩壊が発生し、現在、約４㎞の区間が通行止めと
なっている。国道173号は、大阪府と兵庫県を結ぶ府県間道路で、広域緊急
交通路に指定されている重要な道路であり、一刻も早い復旧を求める。

Q. 原田議員

早期に国道173号を交通開放するため、仮橋設置に
よる暫定的な復旧方法について、国と協議を進めて

きた。このたび、国により仮橋設置が認められたところであり、今後、応急復旧
工事をすすめ、12月中に片側交互通行での暫定的な交通開放をめざすと
ともに、早期本格復旧に向け、全力で取り組んでいく。

A. 都市整備部長

能勢
国道173号

主な被災箇所を全て確認

病院や福祉施設などは、停電が命に
関わる施設であり、あらかじめ関西
電力に福祉施設に対する優先復旧
を要請する仕組みの構築

病病 性的マイノリティの人権問題
の解決に向け、理解増進と差
別禁止の取組みを積極的に
進めるよう指摘

今回の７月豪雨や台風２１号など大規模な災害が
発生した場合、被害が集中した市町村の災害復旧
の費用負担が大きく復旧作業がなかなか進まない
状況にあり、手厚い支援措置を講じるよう要望

今他にも、
質問や要望を
しました。
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